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国立大学法人岡山大学化学物質管理規程 

 

                                              平成２６年３月３１日 

                        岡 大 規 程 第 ８ 号 

改正 平成２８年３月３１日規程第５５号 

 平成３０年３月３０日規程第２３号 

 平成３１年３月２９日規程第２７号 

   令和 ３年３月２２日規程第４１号 

  令和 ３年８月２５日規程第７６号 

令和 ４年５月２７日規程第６０号 

令和 ５年３月２８日規程第４５号 

令和 ６年３月２９日規程第６４号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学環境管理規則（平成１６年岡大規則第３

１号。以下「規則」という。）第１０条の規定に基づき，国立大学法人岡山大学（以

下「法人」という。）における化学物質の管理に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

 （定義） 

第２条 この規程において「化学物質」とは，法人における教育研究及びその他諸活

動で用いる元素及び化合物のうち，法令等により規制を受けるものであって，次の

各号に掲げるものをいう。ただし，医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性

の確保等に関する法律（昭和３５年法律第１４５号）に規定する医薬品及び他の規

程等により管理がなされているものを除く。 

一 毒物及び劇物取締法（昭和２５年法律第３０３号。）に定める毒物及び劇物（以

下「毒劇物」という。） 

二 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

（平成１１年法律第８６号。）に定める「第一種指定化学物質」 

三 労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）において「危険物」又は「有害物」

として規制されるもの 

四 消防法（昭和２３年法律第１８６号）に定める「危険物」 

五 高圧ガス保安法（昭和２６年法律第２０４号）に定める「高圧ガス」 

六 水質汚濁防止法（昭和４５年１２月法律第１３８号）に定める「有害物質」及

び「指定物質」 

七 水銀による環境の汚染の防止に関する法律（平成２７年法律第４２号）に定め

る「水銀等」 

 （部局） 
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第２条の２ この規程において「部局」とは，別表のとおりとする。 

 （学長の総括） 

第３条 学長は，法人における化学物質の管理を総括する。 

 （部局長の責務） 

第４条 第２条の２に規定する部局の長（以下「部局長」という。）は，当該部局の

管理区域における化学物質の管理が適正に実施されるよう管理監督し，年１回，そ

の管理状況について，環境管理センター長を経由して，学長に報告するものとする。 

２ 部局長は，当該部局の管理区域における化学物質の管理状況について，前項の規

定とは別に，学長又は環境管理センター長の求めに応じて，報告しなければならな

い。 

３ 部局長は，当該部局において化学物質を取り扱う者の安全を確保し，化学物質に

よる事故及び化学物質による健康被害を防止するために，必要な措置を講じなけれ

ばならない。 

４ 第１項の化学物質の管理に係る部局の管理区域については，環境管理センター長

が別に定める。 

（環境管理員） 

第５条 部局長は，規則第６条に定める環境管理員に，当該部局における化学物質管

理に関する業務を補佐させる。 

 （管理体制） 

第６条 化学物質を取り扱う部局は，部局長が指定する組織の単位（以下「指定組織

単位」という。）ごとに，化学物質管理責任者を置くものとし，化学物質を使用す

る職員のうちから，１人を選任する。 

２ 各指定組織単位においては，化学物質を取り扱う部屋等の物理的に明確に区分で

きる区域（以下「部屋等」という。）ごとに，化学物質を使用する職員のうちから

化学物質取扱・保管責任者を１人選任する。 

３ 部局長は，部屋等において毒劇物専用の保管庫を設置し，毒劇物を保管する場合

は，当該保管庫の毒劇物を使用する職員のうちから毒劇物取扱責任者を選任する。 

４ 部局長は，化学物質管理責任者の業務を補佐する者として，化学物質を使用する

職員のうちから，化学物質管理責任者の推薦により，指定組織単位ごとに化学物質

管理推進者を１人選任することができる。 

５ 部局長は，前４項の選任又は変更について，その履歴を記録し，かつ，環境管理

センター長を経由し，学長に報告する。また，毎年度当初の選任状況についても，

同様に報告するものとする。 

（化学物質管理責任者等） 

第７条 化学物質管理責任者は，化学物質が関係法令等に基づき適正に管理・使用さ

れるよう，化学物質取扱・保管責任者及び毒劇物取扱責任者に対し，必要な指揮命

令を行う。 
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２ 化学物質管理責任者は，化学物質を使用する者（以下「化学物質使用者」という。）

が使用する化学物質により，ばく露される程度を最小限度にするため，化学物質取

扱・保管責任者に対し，必要な指揮命令を行わなければならない。 

３ 化学物質管理責任者は，化学物質の管理状況等について把握し，その結果を部局

長に報告しなければならない。 

４ 化学物質管理推進者は，化学物質管理責任者の業務を補佐する。 

（化学物質取扱・保管責任者） 

第８条 化学物質取扱・保管責任者は，部屋等の化学物質が適切に使用されるよう化

学物質の性状及び取扱いに関する情報を入手し，化学物質使用者に対し，関係法令

等に基づく表示等により当該情報を周知するとともに，化学物質を適切に管理・保

管しなければならない。 

２ 化学物質取扱・保管責任者は，部屋等に設置した保管庫の鍵を管理し，化学物質

管理システムを用いて，常に化学物質の使用状況及び保管状況を把握するととも

に，関係法令等に従い必要な記録を行わなければならない。 

３ 化学物質取扱・保管責任者は，使用見込みのない化学物質について，速やかに廃

棄処分等の処置を講じなければならない。 

４ 化学物質取扱・保管責任者は，化学物質使用者に対し，化学物質の取扱いに関す

る指導を行わなければならない。 

５ 化学物質取扱・保管責任者は，毒劇物専用の保管庫を設置した場合には，第１項

から第３項の規定にかかわらず，当該保管庫に係る管理を，第６条第３項に規定す

る毒劇物取扱責任者に委任する。 

 （毒劇物取扱責任者） 

第９条 毒劇物取扱責任者は，化学物質管理責任者及び化学物質取扱・保管責任者の

指示に従い毒劇物の管理・保管を行い，その管理に係る毒劇物を使用する者に対し，

毒劇物の安全な取扱い方法等について教育訓練を行わなければならない。 

（化学物質使用者の責務） 

第１０条 化学物質使用者は，関係法令等を遵守して化学物質を適正に使用するとと

もに，部局長，化学物質管理責任者及び化学物質取扱・保管責任者（毒劇物を使用

する場合にあっては，毒劇物取扱責任者を含む。）の講ずる措置に従わなければな

らない。 

 （事故の際の措置） 

第１１条 化学物質取扱・保管責任者，毒劇物取扱責任者及び化学物質使用者は，そ

の保管若しくは使用に係る化学物質の飛散若しくは漏えい等により保健衛生上の

危害が生じ，又は生ずるおそれがあるときは，直ちに必要な応急措置を講じるとと

もに，化学物質管理責任者に報告しなければならない。 

２ 化学物質取扱・保管責任者，毒劇物取扱責任者及び化学物質使用者は，その保管

若しくは使用に係る化学物質が盗難に遭い，又は紛失したときは，直ちに化学物質
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管理責任者に報告しなければならない。 

３ 化学物質管理責任者は，前２項の報告を受けたときは，直ちに部局長に報告しな

ければならない。 

４ 部局長は，前項の報告を受けたときは，その事故の状況及び講じた措置の概要を，

遅滞なく環境管理センター長を経由して学長に報告し，その他必要事項を関係機関

に届け出なければならない。 

 （教育訓練） 

第１２条 部局長は，環境管理センターの指導の下，化学物質管理に関し，当該部局

の職員，学生等に対して，必要な教育訓練を行わなければならない。 

２ 環境管理センターは，法人の化学物質管理に関して教育訓練に協力する。 

（相談窓口） 

第１３条 化学物質管理に関して明確かつ円滑な運用を図るため，環境管理センター

に相談窓口を置く。 

２ 環境管理センターは，法人における化学物質管理に係る問い合わせに誠意を持っ

て対応し，法人における適切な化学物質管理を支援するよう努めるものとする。 

（監査） 

第１４条 学長は，法人の化学物質の適正管理を推進するために，環境管理センター

長に監査を行わせるものとする。 

（懲戒等） 

第１５条 この規程に違反する行為を行った場合は，就業規則及び学則等に定めると

ころにより，懲戒処分等を行う。 

 （雑則） 

第１６条 この規程に定めるもののほか，化学物質の管理に関し，必要な事項は環境

管理センター長が別に定めることができる。 

 

附 則 

１ この規程は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ 前項の規定にかかわらず，第４条第１項の報告は，平成２７年４月１日から適用

することとし，平成２６年度における報告は，国立大学法人岡山大学化学物質管理

規程（平成２１年岡大規程第２号）第１１条により行う。 

   附 則 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は，平成３０年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 

   附 則 
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この規程は，令和３年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は，令和４年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は，令和４年５月２７日から施行し，令和４年４月１日から適用する。 

   附 則 

この規程は，令和５年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は，令和６年４月１日から施行する。 
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別表（第２条の２関係） 
 

部 局 名 

大学院教育学研究科 

大学院社会文化科学研究科 

大学院環境生命自然科学研究科 

大学院医歯薬学総合研究科 

教育学部 

理学部 

薬学部 

工学部 

農学部 

資源植物科学研究所 

惑星物質研究所 

異分野基礎科学研究所 

岡山大学病院 

保健管理センター 

環境管理センター 

情報統括センター 

教師教育開発センター 

自然生命科学研究支援センター 

附属図書館 

研究・イノベーション共創機構 

総務・企画部 

財務部 

学務部 

国際部 

施設企画部 

 


